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第６回 府中市総合計画市民検討会議開催結果（要旨） 

 

■開催日時 令和２年１０月３１日（土） 午前１０時～午後０時３０分 

■開催場所 府中駅北第２庁舎３階会議室 

■出 席 者 ５３名（公募市民３５名、職員１８名） 

■欠 席 者  ４名（公募市民２名、職員２名） 

■出席説明員等 

 高野市長、大井政策課長、吉本政策課長補佐、岡村政策課副主幹兼行政経営担

当副主幹兼総合計画担当副主幹、桜田政策課行政経営担当理事兼総合計画担

当理事、大木政策課主査、橋本政策課主任 

 合同会社 Active Learners山ノ内氏、米元氏 

■傍 聴 者 １名 

■内  容 

１ 報告会準備 

  （合）Active Learnersが資料６－１「第６回府中市総合計画市民検討会議」

を使用して市長への報告会に向けた説明をした後、部会ごとに報告会の準備

を実施した。 

 

２ 市長への報告会 

 ○健康・福祉部会（河井氏） では、まず初めに、健康・福祉部会から御報告

を申し上げます。 

  私たちは、人数がおりましたので、検討の経過からまず説明させていただき

ますと、初めに２つのチームに分かれました。基本施策が７つありましたので、

それを３つと４つに分けて２つのチームでそれぞれ見直し論点シートの検討

をいたしまして、検討会の第４回、第５回は全員で見直し論点シートを、改め

て意見を出し合って見直しを進めてまいりました。 

  この検討を進める過程におきまして、市の職員の方が会議をちゃんとリー

ドしていただき、また、記録を非常に丁寧に取って各回の見直し論点シートに

落とし込んでいただきましたので、私たち市民委員もいろんな思いを伝えた

んですけども、それをきちんと整理して見直しを図ることができ、最終的に委

員全員の意見を取りまとめた報告になっております。 

  個々の見直しの論点につきましては、シートの中に書き込んでありますの

で、そちらを御参照いただきたいと思いますが、基本目標検討シートの基本目

標の変更についてのみちょっと説明させていただきます。 

  私たちは、基本目標が「人と人とが支え合い幸せを感じるまち」という目標

があったんですが、これを「人と人とが支え合い誰もが幸せを感じるまち」と
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いうふうに見直してはどうかという意見がまとまりました。 

  この見直しの理由についてですが、制度を知ってもらい、サービスを身近に

感じてもらうためにＳＮＳ等を活用し、さらなる広報周知をし、何より必要な

サービスが必要な人に届くような発信をすることが重要であるということを

みんなで共有いたしました。 

  ２４時間、いつでも、どこでも相談できることを目指してもらいたいという

思いがあります。より多方面からの支援・相談体制の確立のために、地域の力

を活用したサポート体制と新たな地域コミュニティづくり、活動しやすい環

境づくりが必要になっていると考えます。 

  子どもから高齢者まで多世代間の交流、交わりの中で、地域でのつながり、

支え合い、サポート体制を確立し、強化していくことで、誰もが取り残されず

に一人一人が活躍し、幸せを感じられるまちとなると考えました。 

  そのほかには、地域課題の解決のためには、地域を支える担い手が必要であ

り、その実現のために企業、大学、自主グループ等の力を最大限に生かした協

働のまちづくりが欠かせないと感じます。 

  私たち市民委員は、それぞれ様々なバックグラウンドを持っておりました。

民生委員であったり、退職した校長の方であったり、助産師さんだったり、い

ろんなバックグラウンドを持っていて、それぞれが現場で感じていることを

意見を出し合いましたので、それに基づいて、やっぱり府中市内にはすごく力

を持っている人がたくさんいると、それを人為的に結びつけるということが、

これからの市民協働の中には大変必要なことだというふうに感じております。 

  また、協働で実現のためには、コーディネートする人材育成と関係機関との

連携が必要となりますが、それに加え、連携を可能にするための中間的な支援

も必要であるというふうに考えています。 

  人として尊厳を持って生きていけるような取組を早い段階からずっと継続

して行うことが重要である。例えば、性の問題についても、小さいころからず

っと継続して学校教育だったり、家庭教育だったりが連携して進めていくこ

とが重要であるというような意見交換がされました。 

  最後のほうでは、市の職員同士も連携していくことが大事だよね、というよ

うな話もしてまいりました。 

  私たちいろいろ議論を深める中で、市の総合計画ですが、私自身にとっての

総合計画、この計画にどう向き合うかということを考える私自身にとっての

総合計画でもありました。どうもありがとうございました。 

 

 ○生活・環境部会（林田氏） どうも皆さん、おはようございます。我々生活・

環境部会は、市の職員４名を含めてトータル１１名、その中には若い学生です
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ね、今回大学生が２人入って若い意見をいろいろ聞いて、非常に活発な、楽し

く５回、いろいろディスカッションやらせていただきました。 

  その中で出た主なポイントを今日これからまとめて、若い彼にも説明して

いただきたいと思います。 

  我々の基本目標は、「安全で快適に暮らせる持続可能なまち」というのがも

ともとの基本目標でした。我々が５回にわたっていろいろディスカッション

していく中で、どうだろうということで、前回またいろいろ打合せしまして、

最終的に出た我々の見直し案というものが、「市民が主体となり、緑とともに

暮らせる、快適で安心安全なまち」という形に見直しました。 

  その理由につきましては、まず１つ目、多分先ほどもお話があったと思うん

ですけれども、市からいろんな情報発信や周知徹底されるようになってほし

いという思いがされています。 

  というのが、意見の中で、いろいろないい情報というのはあるんですけども、

残念ながら、我々みたいに自治会の活動をしているといろんな情報入ってく

るんですけども、一般に学生とか、一般の方々はなかなかそういう情報が入っ

てこないということで、やっぱりせっかくのいい情報を知らないともったい

ないので、その辺周知徹底してもらいたいと思います。 

  だから、こっちからインターネットを見れば分かるよとかではなく、もっと

いろいろなアピールをしてほしいなという思いがこもって入れています。 

  その発信された情報を受けて、やっぱり市民が活動して初めてそれが生き

てくるので、そういうような活動にできるような内容にしてほしいなという

のが２つ目の理由です。 

  そしてあと３つ目で、市民という定義なんですけれども、市民というのは、

当然我々住民票を移している市民もいますけれども、やっぱり府中には当然

いろんな企業もあります。大学もあります。 

  ですから、市民の定義の中には在職者及び在学者も含めた、若い人の意見を

市もどんどん取り入れて、快適で安全、安心に暮らせるまちにしてほしいなと

いう思いが込められています。 

  それとあとは、この中に緑とともに暮らせる、やっぱり府中は、私も府中に

越してきた理由の一つの大きな理由として緑です。府中の森公園、郷土の森公

園、非常に緑がすばらしい。やっぱりそういう中で、府中も公園化が進んでい

ます。そういう面でこの中には公園、これも非常に大事なキーワードとなって

います。 

  今、大分改修する工事が出てきているらしいんですけども、そのときは我々

としてはやっぱり健康器具を入れるとか、使える公園にしてほしいと。つくっ

て終わりじゃないんです。使って何ぼなんです。そういうのをみんなで楽しみ
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ながら意見交換をいたしました。 

  あとは持続可能なという、このＳＤＧｓも持続可能なテーマなんだけど、そ

れを削除した理由は、結局、持続というのは継続ですよね、我々としては継続

だけではなく、より豊かな、若い皆さんが楽しく、より豊かな、バージョンア

ップですね、世の中も変わっていきます、変革していきます。 

  ですから、やっぱりそれに応じたより豊かなまちを目指す、ポジティブな意

味であえて持続可能というコメントを削除しました。 

  やっぱりあとは、意見としては、市民に期待することというコメントがこの

中に入っているんですけども、我々、これ抽象的な内容であれなんで、もうち

ょっと具体的に分かりやすいコメントを入れて、市民の方も、あっ、そういう

ことかと、やっぱり市民と協働ね、高野市長もおっしゃっている市民協働、市

と市民ね、我々が文句ばっかり言うんじゃなく、我々が言うからには活動する、

みんな一体となって安全で安心して楽しい、やっぱり人生楽しくないと。特に

自治会とかボランティアは楽しくないと続きません。給料出ないですからね。

ということでやっていきたいと思います。 

  そういう面では、私一番では、コミュニケーション、やっぱり災害とかいざ

有事のときに自助、共助、共助で大事なのはコミュニケーション力の向上なの

で、そういう面では自治会やボランティア活動を通じて、災害時にみんなで協

力し合いながら、支える関係構築をつくってと思います。 

  最後にちょっと一言お願いします。 

 ○生活・環境部会（村元氏） このような最初、基本目標を市民が主体となり

とあるんですけども、市民やこのような場を設けていただくことで、市民が主

体となり、今後も府中市がよりよいまちになれたらいいなと思います。ありが

とうございました。 

 

 ○文化・学習部会（西郷氏） 文化・学習部会、よろしくお願いいたします。 

  まず、私たちの団体は、今回この会に参加して思ったことが２つあります。 

  まず最初に、この会を一度通して、こういった資料が、これから提出させて

いただく資料があるんですけど、市民にあまり情報が知られていないところ

が１つポイントです。 

  そもそもこの会議自体があまり市民に知られていないんじゃないかという

ところも実はございまして、情報発信ということが知らない言葉とかも結構

あって、難しい状態になっているのかなというふうに思いました。 

  あとは、行政が考えている、皆さん考えてくださっている提案だったりとか

業種が減って、昔のまま、そのまま今移行されているという感じがありまして、

今回コロナがあったりとかして、今の時代これからいろんなことが起きてい
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く中で、その時代対応していかなきゃいけないことがあるんですけども、それ

に沿ったことができていないということが、今回この会を通して知ることが

できました。 

  それに対して、今まで私たちが提案をしていただくのは、まず、今回基本目

標のほうを目指すんですけども、「人とコミュニティをはぐくむ文化のまち」

というのが最初の基本目標だったんですけど、我々の見直し案としては、 

「「文化・学習」～多様性を認めあい進化し続けるまち～」という提案しまし

た。 

  これはどういうことからそうなったかといいますと、まず、これからいろん

なことが起きていく中で、いろんな時代が変化していく中で、それに対応して

いけるようなまちづくりをしていかなきゃいけないなということが１点。 

  あと、コロナ禍で情報発信、インターネットの情報、教育関係もインターネ

ットを使った教育をやるなり、習っているとか、いろいろしなきゃいけないと

こがあったりとか、対応できていない人たちも多いという意見、考え方もあっ

て、その対応していけない人たちの中にどうその人たちを取り込んでいくの

か、一人も取り残さないようにしていくかという多様性をしっかり認め合っ

ていかないといけないんじゃないかなというふうに思っています。 

  今後の会議では、「多様性を認め合い進化し続けるまち」ということで、多

様化していく行政をつくっていきながら、しっかりそれに取り残された人た

ちにも対応していけるように、ちゃんと多様性を認め合っていけるまちづく

りがこれからできていけばいいかなと思っています。 

  その中で、数値だったりとか目標値をちゃんと表示して、それの情報発信を

するなどして、これから検討していただけばいいなというふうに思っており

ます。よろしくお願いいたします。 

 

 ○都市基盤・産業部会（廣瀬氏） おはようございます。都市基盤・産業部会

から報告、御説明させていただきます。 

  私たちの部会では、特に都市基盤と産業ですけども、これまでの基本目標は、

「人を魅了するにぎわいと活力のあるまち」というのがテーマになっていた

んですけれども、見直し案では、３つのテーマを主に入れたキーワードにさせ

ていただきました。 

  「安全でうるおいとつながりのあるまち」、１つ目の「安全」ですけれども、

都市基盤、産業を考える上で、近年の水害ですとか、災害の発生状況を鑑みま

すと、この安全というキーワードがまずベースにないと、それ以外の産業も含

めてなかなか達成していかないだろうという話が皆様からありまして、この

安全は災害だけじゃなくて、バリアフリーも含めた安全・安心なまちづくりを
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引き続き進めていただきたいという思いからキーワードの１つ目に選ばせて

いただきました。 

  ２つ目の「うるおい」ですけれども、にぎわいと活力については、生活面と

精神的な豊かさが大事になるという話から、水と緑のまちからイメージをす

る潤いと農業、商工業の活性化というところで潤うというところから、２つの

キーワードを掛け合わせた形での言葉として、平仮名のうるおいという言葉

を使わせていただいたということをお話しさせていただきました。 

  ３つ目のキーワードが「つながり」ですね、これもほかの部会でも今までお

話はあったかと思うんですけれども、人と人、地域間、あと我々の部会では交

通のネットワークの話もございましたので、そのつながり、商店街とかお店同

士のつながり、お客様とのつながり、あと一番問題になっているのが、創業も

そうなんですけれども、事業継承、事業承継ですね、いかに今元気なお店を次

の世代につないでいくかというところも、今後大切な視点になるんじゃない

かという話がありました。 

  そして、産業と大学とのつながり、産学連携ですね、市民協働、あと農業の

話も我々の部会のテーマになっておりましたので、地産地消といった視点も

含めたつながりというところが今後、大変大事になってくるんじゃないかと

いうところで、つながりというキーワードをさせていただきました。 

  以上の３つのテーマのほかに、私たちの中で議論で大きいポイントになっ

たのが、これからは公共空間を含めた都市基盤をいかに市民や民間事業者の

方が活用していくかという視点も大事になりますというふうな話がありまし

たので、維持管理のキーワードのところに利活用という言葉を新たに入れさ

せていただきました。 

  最後にですけれども、これらの目標を実現していくために、伝統も大切です

けれども、次世代を見据えて新しく挑戦する総合的なまちづくりを市民はも

ちろんですけれども、市の職員の方々もわくわくするような形で実現してい

けたらいいんじゃないかという話が皆さんの中で話がありました。 

  市の独立性を見いだせる前向きで挑戦に値するとがった政策資料みたいな

ものもぜひ提示いただいて、市民と市の職員の方が連携して施策の実現に向

けて総合計画を実施していけたらいいんじゃないかなという話になりました。

以上です。ありがとうございます。 

 

 ○行財政運営部会（小西氏） では、行財政運営部会のほうから報告をさせて

いただきます。 

  皆さんのお手元のほうには、お渡ししましたけども、あまりありませんので、

こういうような紙をそれぞれの分野ごとのチームにお配りをさせていただい
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ております。こちらで一応報告をさせていただきたいと思います。 

  こういう一つの問題、最初の１、２、３のところ、社会情勢、適切な目標管

理、それから市財政の健全化、こういったようなことが本来の目的でもあるで

しょうし、これがなかなか実際の実務の中ではうまい具合にいかないのかな

ということで、こういった形のものをやらせていただいております。 

  うちのチームは、新しい基本目標の検討は求められてはいないんですが、今

４分野のところでそれぞれ出た中では、特に出ていない言葉として「市民協働

で市政運営を推進」、こういう言葉を入れたらどうかと。 

  せっかく市民協働という言葉をあちらこちらで本来使っていますし、これ

からいろいろな形で出てくると思いますが、一番頭のところでそういう市政、

市民協働というワードを出すことがより次の総合計画らしさを出せるのでは

ないかということの提案でございます。 

 ○行財政運営部会（鹿野氏） ありがとうございます。では、私のほうからお

配りした紙のまず、５番なんですけども、施策７９、長期視点に立った公共資

産の維持・活用というところについてお話しさせていただきます。 

  今ちょっと府中市では、公共施設が老朽化等ありまして、改修等の予算がか

なり必要となっていて、そのスケジュール等がなぜか立っていないというこ

とで、そこの課題があるということなんですけども、そこに対して、改修する

際にもこれからちょっと２番の適切な適正な目標管理というところにあるＳ

ＤＧｓの目標のとこにもあると思うんですけども、省エネルギーとかを意識

した改修とか、そういうスケジュールの組み方をしていただきたいというよ

うな案が入ってありまして、今後、公共施設の在り方として、施設ありきの市

民サービスとかではなく、市民からのニーズに合った柔軟な施設を環境を整

えるというようなつくり方とかもしていっていただきたいなという話があり

ました。 

  続いて、６番の適正なコミュニケーションについてなんですけども、施策７

６、広報活動、情報公開の充実という点で、情報弱者の方、いわゆる高齢者の

方とかも提供する手法は多岐にわたっているんですけど、受け取る側がなか

なかそこの部分を理解できないとか、その機会がないということで、市側とし

てもそういう講習会などの機会を提供していただければなと思います。 

  あと、広報紙とか、文字も多くてなかなか必要な情報が分かりにくいという

ところで、新しいＱＲコードなんかにも分かりやすくしていただければなと

思います。以上です。 

 ○行財政運営部会（西郷氏） ひとつ具体的にシステムを使って、コロナの時

代、どういうふうにするか。例えばですが、独居での高齢者の方がいます。そ

のところに情報を伝えるというのは非常に難しいんですが、そこに例えばタ
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ブレット端末を渡すのではなく、システムとして送るんです。そうしますと、

タブレット１台あることによって、センサーが置けるんですね。歩いている、

家の中で活動している、お風呂に入った、おトイレに入られているとか、冷蔵

庫を使っているとか、扉を開けたって、センサーをつけることができることに

よって、今活動されているのかどうかというようなアラーム、そういうもので

す。 

  そうしたら、アラームが出たら、例えば包括さんで、通常の状態であるとか、

そうでないとかというのが非常に的確に分かる。この仕組みというのは、弱者

だけではなくて、例えばセンサーの上に手を置いていったら、それは体温が分

かるとか、心拍数が分かるとかという健康状態の管理もできる。 

  いざというとき、こういうふうにお楽しみいただけるということはコミュ

ニケーションができるということなので、プライバシーを侵さずにコミュニ

ケーションを取るツールになっていく。で、非常時にはそれを伝えることがで

きるから、それが外国人の方だったら外国語でできるというような仕組みも

できるんじゃないかというような捉え方をしました。 

 ○行財政運営部会（小西氏）３人で説明させていただきまして、ありがとうご

ざいました。 

 

 ○高野市長 新たな未来を拓く府中市総合計画を策定するに当たり、市民検

討会議の５７名の皆様方に、８月の８日から本日まで３か月も満たないこの

期間に６回もの会議で、しかも前回まで出席率９４％というふうに承ってお

りまして、今日も恐らくそれ以上なのではないかと思いますが、コロナ禍で、

そして８月は猛暑、９月、１０月の前半までは長雨、様々な障害がある中にも

かかわらず、熱心に御議論いただいたこと、まず、心から厚く御礼を申し上げ

ます。 

  そして、今私、何げなく左手に５つの部会の皆さんから頂いた報告書を持っ

ておりますが、それぞれの部会を代表する方々から先ほど受け取ったときに、

何て重みを感じる報告書だろうと感じたのも、これが本当に率直な感想であ

ります。 

  健康・福祉、生活・環境、文化・学習、都市基盤・産業、そして行財政運営、

どれも、どの分野も極めて重要なものばかりでありますけれども、でも共通し

て皆さんから頂いたこと、それは誰もが幸せになるんだと。そのためには、多

様性を認め合って、そして府中市内にもたくさんのそれぞれいろいろな得意

分野や、あるいはそれぞれの分野に直接関わっている方々がいらっしゃるの

で、そういう方々とつながっていくということ、それが大きな輪になって、市

民だけではなくて、いわゆる住民票がある方だけではなくて、府中市で働く人、



-9- 

学ぶ人、産官学のよく言いますけど、そういうこれまでの範囲にとどまらない

多様なつながり、これをさらに進めていくことが大切だということを学びま

した。 

  また、発信力、これがもしかすると、どちらの自治体もそうかもしれません

が、府中市にも職員は何となく一生懸命、広報だとか、あるいはホームページ

とかで発信しているつもりですが、それがなかなか市民の皆さんに直接伝わ

らないということ、どなたかがおっしゃっていましたけど、変化を恐れずにと

がった政策をもっと打ち出してもいいじゃないかと、市の職員の皆さんも、日

頃、政策を考えたり事業を展開している中でいろんなことは想像していると

思うんです。 

  こんなのどうだろうと考えてアイデアを出していると思うんですが、それ

は実際にどこまで事業化することができているか。もちろん財源というもの

がありますから、あれもこれもはなかなかできませんけれども、しかし、私と

しては今日皆さんに頂いた意見の中で、やはりもっと発信力を強めていかな

ければいけないなということも、痛切に感じた次第であります。 

  そして、最後に、たくさんの今報告された５部会の方々、非常にコンパクト

にまとめられましたけれども、それぞれの報告の中に大事なキーワードがち

りばめてありました。 

  それを参考にさせていただいて、いよいよ来年の１１月頃を目途に総合計

画をまとめ上げていきます。皆さんから頂戴した意見が全て文字として反映

できるかどうかは分かりませんけれども、全て計画の中に盛り込んでしっか

りと、冒頭申し上げましたように、府中の未来を拓いていきますので、これか

らもぜひ府中市政に対して、またこの総合計画を立ち上げていく、その過程に

おいて、様々な御意見と、そして御指導を頂ければ大変ありがたいと思います。 

  もう言い繕いはしません。もう感謝と、それからこのどっしりと重たいそれ

ぞれの御意見を頂きましたので、本当に心から感謝を重ねて申し上げまして、

挨拶といたします。ありがとうございました。 

 

  高野市長のあいさつ後、部会ごとに全６回の会議のふりかえりを行った。 

 

３ その他 

  事務局から、全部会の内容をまとめた「見直し論点シート」等を、後日送付

することを連絡した。 

 

以上 


